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幾多の人たちが電子的な出版の普及に取り組んで
きた。しかし，その普及は決して容易なものでは
なかった。ある意味で積み上げては一切をもとも
なく崩しさる徒労の繰り返しだった。
　なぜそうだったのか。考えてみると，電子的な
出版が何かに依存する体質をもっていたことがわ
かってくる。電子的な出版とは，本を閲覧するた
めに常にコンテンツを表示するデバイス（端末）
を必要とする。つまり eBook（電子書籍）とは，
本の中味（本文）と本のガワ（外枠）とが分離し
ているものであり，外枠である電子書籍端末を中
心とした導入が繰り返されてきた。成り立たせる
べき電子的な出版のフォーマットは常に競争の道
具となり，これを共有化し統一化する動きへと発
展することはなかった。

これまでの電子出版の敗因と理由
電子的な出版には，カバーしなければならない 4

つの領域がある。
1.コンテンツ領域
2.ハードウェア領域
3.デリバリー領域
4.フォーマット（Reader）領域
　コンテンツ領域は現在，出版社，新聞社，テレ
ビ局，映画会社など既存メディアが占めている。
ハードウェア領域はデバイスを製造する電機メー
カーやコンピュータメーカーの独壇場だ。デリバ
リー領域は日本では携帯電話のキャリアと呼ばれ
る人たち，本の配送・配信でもっとも力を持つア
マゾン，そして最近になってアップルやグーグル

が運営しようとしているネット上の仮想店舗であ
る iBookStoreや Android Marketなどがこれに
あたる。プレーヤーは既存勢力，新興勢力などま
ちまちだが，いずれも巨大企業がほとんどだ。
　残ったフォーマット領域はこれとは様相が違い，
比較的小さなベンチャー企業が集中した。小さな
ベンチャーは大きな会社と提携したり別れたりの
離合集散をくりかえし，激しい角逐合戦が展開さ
れたのだ。
　そこには，各領域の私利私欲むき出しの覇権意
識が充満していた。自分が送り手として市場支配
することが第一であり，受け手は購買する以外の
何者でもなかった。メディアに参加するどころで
はなく，ただ口を開けて送り手の供給を飲むこと
だけが求められた。
　当然にもフォーマットは乱立した。それどころ
か彗星のごとくあらわれて短命に潰えるものも少
なくなかった。これに依拠して eBookを買えば，
購入した本はフォーマットと一緒に読めなくなる
運命とならざるをえない。これが一体「本」と呼
べるものなのだろうか。電子的な出版フォーマッ
トに関わったすべての関係者は，この事実の反省
なしに再び同じ口を開くべきではない。
　日本におけるさまざまな電子書籍端末の導入と
失敗について明らかにする作業は真剣に行われた
とは思えない。事業者は儲からなければ即断即決，
新たな進路を取るのがビジネスというものだとま
ことしやかに開き直る。電子的な出版に心血を注
ぐならば一度や二度の失敗から立ち直るために本
質を見極める努力があっていいはずだった。
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国境を越えた流通と言語の壁
電子的な出版は北米を中心に激しい展開が起こっ
てきた。そして何度目かの注目がまた，われわれ
にやってきた。
　グーグル訴訟の和解問題でも明らかになったよ
うに，世界の本はすべからくデジタル化される方
向に動いている。いわゆる「全書籍電子化計画」だ。
また電子化された本を閲覧するためにフォーマッ
トの統一へと世界は動いてきた。ePUBは eBook

の世界標準フォーマットとして，マルチ言語対応
をカバーしようとしている。こうした世界の動き
と私たち日本での活動をどう結びつけていけばい
いのだろうか。
　インターネットの着実な普及によって，もっと
も縁遠かった流通の基盤を私たちは手元に引きつ
けることができるようになった。デジタル化され
た出版コンテンツは，流通という次元ではもはや
国境の壁を越え，世界を翔けることが可能となっ
ている。アマゾンの Kindleを買った人は，その
デバイスを購入したというだけで，次の瞬間に本
を購入できた。携帯電話会社との面倒な契約もい
らず，複雑な手順もいらず，欲しい作品（2010

年夏現在，アマゾン・ジャパンでの販売は行われ
ていない）を本棚から選んで注文すれば，数十秒
でその本はあなたの Kindleへ届けられる。国際
電話のデータ通信を使い，米国のサーバから本は
飛んできたのだ。つまり流通は世界をカバーする
段階に突き進んでいる。
　問題は言語だろう。言語の壁はいつか越えられ
るものだろうが，現状はまだ強固にそそり立って
いる。言語とは習慣や文化そのものだ。
　たとえば日本語の本を考えてみよう。文芸書は
おもに縦書きだ。そこには日本独特の本の表現と
しての長い伝統があり，組版の原則ルールを形成
してきたのだ。長い印刷の歴史がこれを支えてき
たといえる。

　世界の標準に日本語の独特な表現方法を組み込
ませていくことは，簡単なことではない。それな
りの時間を要する。しかし，その間にも世界は動
きを止めることはない。動きながら考えていくこ
とを余儀なくされる。

動き出す日本語書籍の電子化
日本国内での書籍の電子化の動きも活発になって
いる。2010年 1月より施行された「改正著作権法」
によって国会図書館は，著作権保護期間の有無に
かかわらず所蔵するすべての資料をデジタル化す
る権利を認められた。予算措置を背景にこの作業
は進められていくことになるだろう。
　いくつかの制限を前提に，図書館の eBookの
閲覧，貸出は進められていくと思う。そうなると
きに，日本語の電子的な出版フォーマットはどの
ようになっていくのか。そしてまた，そのとき世
界の標準との関係はどうなっていくのか。これら
の問題をつないでいく活動を誰がいつどのように
やっていくのか。

日本語のデジタル化と世界標準
文部科学省，経済産業省，総務省の三省は「デジ
タル・ネットワーク社会における出版物の利活用
の推進に関する懇談会」を開催し，この分野に関
わる日本の産業界，学識経験者を招き討論をして
きた。この場では実にさまざまな課題が話し合わ
れたわけだが，特筆すべきこととして，日本語に
おけるデジタル化に際しての「交換ファイルの標
準化」という方針が打ち出されている。
　これには，政府が後押しして業界が日本独自の
閉ざされたフォーマットを仕立てようとしている
かのように思った方たちがいたようだ。とかく大
掛かりな “統一論議” には，裏の事情が云々され
る面が多々あるものだ。しかし，ここでの「交換
ファイルの標準化」とは，そんな狭い考え方では
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ない。とにかく限られた市場の中で自分の果実を
確保するほかなかった時代を経て，私たちは確実
に次なるもっと遠く，そしてもっと広い電子的な
出版の世界を創り上げるときに遭遇しているのだ。
それぞれが勝手にあみだしてきた方法や決めごと
を洗い出し，今までの経験を未来へ生かしていく
日本語デジタル化基準のガイドラインをオープン
に示す必要がある。それを世界の動向と合わせつ
つ，動きながら，走りの方向性を見極めて，世界
標準との擦り合わせをしていかなければならない。
　持てるものから我が利を確保することを乗り越
えて，持てるものを差し出して人々の利とするた
めの活動の場にようやく私たちは立つことができ
た。おそらく初めてといっていいことだろう。

障害を乗り越えるための標準化
ファイルフォーマットのオープン化は “橋” なの
だと思う。もちろんそれは象徴だ。
　人は自分の足で，自由に橋を渡り行き来する。
行きたいときに何度でも。私たちの世界は決して
陸続きばかりではない。断崖や多くの壁に遮られ
た障害が存在しているのだ。海や山という地理的
な隔絶，言語というコミュニケーションの差異，
そして国境という人為的，政治的，経済的な区分。
それらをつなぐ橋を架けていこう。
　空気や水のごとく，生きていく上で人が対価を
要求されずに使用できる電子的な出版の基盤を確
立させていくために。出版における多くのものの
連携できる世界を確立していくために。 ■
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